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267 映画に見るアジアのナショナリティの揺らぎ

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
〇
年
、
大
分
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
現
代
香
港
論
、
華
南
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
（
ア
ジ
ア
分
科
）、
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
（
地
域
文
化
研
究
）。

⑥
職
歴
…
…
東
海
大
学
文
学
部
専
任
講
師
（
二
九
歳
か
ら
七
年
半
）、
同

助
教
授
（
三
七
歳
か
ら
一
年
）、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

助
教
授
（
三
八
歳
か
ら
九
年
）
を
経
て
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
二
六
歳
か
ら
一
年
間
、
香
港
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ

ン
タ
ー
に
留
学
、
客
員
研
究
員
。

⑧
研
究
手
法
…
…
留
学
時
代
、
バ
ス
や
フ
ェ
リ
ー
で
香
港
を
く
ま
な
く
回

り
、
就
職
し
て
か
ら
は
短
期
期
間
で
あ
っ
て
も
年
に
二
、
三
回
は
必
ず

現
地
に
行
く
よ
う
に
し
た
。
現
地
の
「
風
」
に
触
れ
る
こ
と
が
研
究
の

土
台
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
参
与
観
察
を
活
用
。

⑨
所
属
学
会
…
…
ア
ジ
ア
政
経
学
会
、
日
本
華
南
学
会
、
日
本
華
僑
華
人

学
会
、
現
代
中
国
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
感
染
拡
大
。
香
港
が

国
際
ハ
ブ
都
市
で
あ
り
、
中
国
内
地
と
香
港
と
の
関
係
の
深
さ
を
実

感
。
以
後
、
意
識
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
の
関
係
性
の
な
か
で
香
港

を
考
察
す
る
よ
う
に
な
る
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
古
田
元
夫
『
ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
史
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
五
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
悲
情
城
市
』（
侯
孝
賢
監
督
、
一
九
八
九

年
、
台
湾
）。
香
港
に
限
れ
ば
『
女
人
、
四
十
。』（
許
鞍
華
監
督
、
一

九
九
五
年
）。

モ
ン
ゴ
ル
映
画
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル＊

1
に
お
け
る
大

衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と
し
て
誕
生
し
た
。
そ
れ
以
前
、
モ
ン

ゴ
ル
を
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立
へ
と
導
い
た
一
九
二
〇
年
代
の

人
民
革
命
期
に
お
け
る
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
は
歌
と
歌
を

用
い
た
演
劇
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
を
民
主
化
へ
と
導
い
た
「
民
主
化
革
命
」
と
称
さ
れ
る

モ
ン
ゴ
ル
民
主
化
運
動
の
デ
モ
・
集
会
は
、
歌
で
始
ま
り
、
歌
で
終

わ
る
。
一
九
八
九
年
九
月
か
ら
一
九
九
〇
年
四
月＊

2
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル

民
主
化
運
動
は
「
歌
に
よ
る
宣
伝
運
動
」
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過

大衆的プロパガンダと
「現実の社会」

木村理子

【モンゴル】
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言
で
は
な
い
。
モ
ン
ゴ
ル
民
主
化
運
動
は
、
人
民
革
命
期
の
宣
伝
活

動
を
モ
デ
ル
に
し
て
モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
が
実
行
し＊

3

、《
ホ
ン
ホ

K
honkh ＊

4
》
が
歌
う
、
格
差
社
会
を
嘆
き
、
現
代
社
会
を
風
刺
し
、

民
主
化
の
訪
れ
を
告
げ
る
歌
が
運
動
の
宣
伝
手
段
と
な
っ
て
い
た＊

5

。

人
民
革
命
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
、
独
立
の
た
め
の
民
族
的
精

神
の
勝
利
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
も
あ
る
。
人
民
革
命
は
モ
ン
ゴ
ル

に
独
立
を
も
た
ら
し
、
社
会
主
義
時
代
は
モ
ン
ゴ
ル
が
独
立
を
確
保

し
た
時
代
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
民
革
命
期
の
宣
伝
活
動＊

6

を
モ

デ
ル
に
し
て
遂
行
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
民
主
化
運
動
は
反
社
会
主
義
運

動
で
は
な
く＊

7

、
当
時
は
ま
だ
政
権
交
代
を
図
る
「
革
命
」
で
も
な

く
、
民
主
化
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
図
る
た
め
に
必
要
な
「
モ
ン

ゴ
ル
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
に
相
応
し
い
「
革
命
期
」
を
作
り
上
げ

る
た
め
の
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
映
画
は
一
九
二
〇
年
代
の
人
民
革
命
期
に
は
ま
だ
誕
生

し
て
い
な
い
。
歌
で
演
じ
た
革
命
期
が
終
わ
る
と
、
一
九
四
〇
年
代

か
ら
の
社
会
主
義
国
家
建
設
期
の
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と

し
て
モ
ン
ゴ
ル
映
画
の
制
作
が
開
始
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
映
画
は
一

九
三
〇
年
代
の
人
民
戦
線
期＊

8

に
誕
生
し
た
が＊

9
、
映
画
も
ま
た
一
九
二

一
年
の
人
民
革
命
の
勝
利
を
宣
伝
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
。

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
」
に
お
け
る
「
歴
史
的
出
来
事
」

モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
時
代
、計
九
一
二
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
が
制
作
さ
れ
て
い
る
（Jigjidsüren 2005: 623-677 ＊

10
）。
し
か
し
な

が
ら
、
国
名
を
モ
ン
ゴ
ル
国
へ
と
改
称
し
た
一
九
九
二
年
以
降
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
制
作
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

民
主
化
直
後
、
モ
ン
ゴ
ル
映
画
撮
影
所
は
民
主
化
運
動
が
モ
ン
ゴ

ル
に
「
雪
解
け
」
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
紹
介
す
る
『
８
・
１
／

２
』（
一
九
九
〇
）
を
制
作
し＊

11
、
同
作
品
は
民
主
化
後
の
モ
ン
ゴ
ル

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
代
表
作
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

民
主
連
合
政
権
時
代
に
あ
た
る
二
〇
〇
〇
年
に
民
主
化
一
〇
周
年
記

念
作
品
と
な
る
続
編
が
制
作
さ
れ
、
さ
ら
に
、
人
民
革
命
党
政
権
時

代
に
は
、
大
モ
ン
ゴ
ル
建
国
八
〇
〇
周
年
記
念
の
年
と
な
る
二
〇
〇

六
年
ま
で
の
モ
ン
ゴ
ル
一
〇
〇
年
の
「
歴
史
的
出
来
事
」
を
紹
介
す

る
『
あ
る
世
紀
の
物
語
』（
二
〇
〇
七
）
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
す
べ
て
モ
ン
ゴ
ル
映
画

撮
影
所
の
制
作
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
民
主
化
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
に
お
け
る
社
会
主
義
時
代
の
場
面
に
は
社
会
主
義
時
代
に

同
撮
影
所
が
制
作
し
た
作
品
の
映
像
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、『
あ
る
世
紀
の
物
語
』
に
お
け
る
一
九
四
六
年
の
首
都

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
建
設
の
場
面
に
は
、
大
勢
の
モ
ン
ゴ
ル
国
民
が
土

砂
や
レ
ン
ガ
を
積
ん
だ
手
押
し
車
を
引
き
な
が
ら
ス
フ
バ
ー
ト
ル
広

場
を
一
斉
に
横
切
る
映
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
九
四

六
年
当
時
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
政
府
庁
舎
、
国
立
劇
場
、
外

務
省
、
国
立
図
書
館
、
国
立
大
学
な
ど
の
建
設
作
業
に
従
事
し
て
い

た
の
は
日
本
人
抑
留
者
で
あ
る
（
春
日 

一
九
八
八
：
二
六
二 ; 

バ
ト

サ
イ
ハ
ン 

二
〇
〇
五
：
六
五
―
六
七
）。
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『
あ
る
世
紀
の
物
語
』
に
は
「
本
作
品
は
社
会
主
義
時
代
の
作
品

の
映
像
を
用
い
て
制
作
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
明
記
し
て
あ
る
も
の

の
、
民
主
化
後
も
引
き
続
き
国
策
宣
伝
映
画
と
し
て
国
家
の
歴
史
認

識
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
に
な
っ

て
い
る
。

ド
ラ
マ
映
画
の
「
人
民
革
命
期
」
と
「
現
実
の
社
会
」

一
九
二
〇
年
代
の
人
民
革
命
期
を
テ
ー
マ
に
し
た
最
初
の
映
画
作

品
と
な
る
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
一
九
四
二
年
に
制
作
さ
れ

た
『
ス
フ
バ
ー
ト
ル
』
で
あ
る＊

12
。『
ス
フ
バ
ー
ト
ル
』
は
「
モ
ン
ゴ

ル
の
英
雄
神
話
」
構
築
の
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
で
あ
り
、

「
レ
ー
ニ
ン
と
の
会
見
」
や
「
ボ
グ
ド
・
ハ
ー
ン
（
ジ
ャ
プ
ツ
ン
ダ

ン
バ
・
ホ
ト
ク
ト
八
世
）
に
よ
る
毒
殺
」
な
ど
人
民
革
命
期
の
「
架

空
の
歴
史
的
出
来
事
」
を
描
い
た
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

映
画
で
は
な
く
演
劇
で
は
あ
る
が
、
人
民
革
命
期
の
「
歴
史
的
出

来
事
」
を
民
主
化
運
動
期
の
現
実
の
社
会
に
投
影
さ
せ
よ
う
と
し
た

と
思
わ
れ
る
作
品
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
八
九
年
三
月
か
ら
一
九

九
〇
年
四
月
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
国
立
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ド
ラ
マ
劇
場
に
お

い
て
盛
ん
に
上
演
さ
れ
た
Ｄ
・
ナ
ム
ダ
ク
作
の
『
混
沌Eedree

』

で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
六
八
年
に
Ｅ
・
オ
ヨ
ー
ン
、
Ｌ
・
ワ

ン
ガ
ン
の
演
出
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
一
九
八
九
年
の
作

品
は
Ｂ
・
ム
ン
フ
ド
ル
ジ
演
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
舞
台
演
出
家

ム
ン
フ
ド
ル
ジ
は
ス
フ
バ
ー
ト
ル
を
声
の
み
の
登
場
に
変
え
、
ス
フ

バ
ー
ト
ル
の
声
を
上
部
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
す
こ
と
で
「
天
の

声
」
の
よ
う
な
演
出
効
果
を
生
み
出
し
、
ス
フ
バ
ー
ト
ル
を
神
格
化

し
た
作
品
に
作
り
替
え
て
い
る
。

『
混
沌
』
は
、
人
民
革
命
期
、
自
治
政
府
（
ボ
グ
ド
政
権
）
と
臨

時
人
民
政
府
（
人
民
党
）
が
並
立
し
て
い
た
時
代
の
物
語
で
あ
り
、

自
治
政
府
の
大
臣
た
ち
に
対
し
て
ス
フ
バ
ー
ト
ル
の
指
揮
下
に
あ
っ

た
臨
時
人
民
政
府
の
革
命
家
た
ち
が
人
民
政
府
を
成
立
さ
せ
る
た
め

に
印
璽
の
譲
渡
を
求
め
、
自
治
政
府
の
大
臣
た
ち
が
国
家
の
た
め
に

苦
渋
の
決
断
を
下
す
ま
で
の
様
相
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
一
九
八

九
年
の
こ
の
作
品
に
お
い
て
革
命
家
ソ
ノ
ム
を
演
じ
て
い
た
俳
優

Ｄ
・
ソ
ソ
ル
バ
ラ
ム
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
現
実
の
社
会
で
は
、
人
民

革
命
党
中
央
委
員
会
政
治
局
員
総
辞
職
を
求
め
る
民
主
化
運
動
の

「
革
命
家
」
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
演
劇
は
人
民
革
命
期
に
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段

と
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
た
め
、
人
民
革
命
期
の
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
手
法
を
モ
デ
ル
に
し
て
遂
行
さ
れ
た
民
主
化
運
動
に
舞
台
演

劇
に
よ
る
演
出
が
加
え
ら
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
民
主
化
後
も
人
民
革
命
期
を
描
い
た
社
会
主
義

時
代
の
作
品
が
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
主
に
映
画
で
あ

る
が
、
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
、
民
主
化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

で
あ
っ
た
ゾ
リ
グ
暗
殺
事
件
直
後
に
国
営
テ
レ
ビ
が
放
映
し
た
『
闘

争
』（
一
九
七
一
）
や
『
秋
の
暑
い
日
々
』（
一
九
八
五
）
な
ど
が
あ
る
。

『
闘
争
』
と
い
う
作
品
に
よ
っ
て
人
民
革
命
期
に
亡
く
な
っ
た
「
ス
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フ
バ
ー
ト
ル
」
像
を
、
さ
ら
に
『
秋
の
暑
い
日
々
』
と
い
う
作
品
に

よ
っ
て
人
民
共
和
国
成
立
期
に
粛
清
さ
れ
た
「
ダ
ン
ザ
ン
」
像
を
、

暗
殺
さ
れ
た
「
ゾ
リ
グ
」
像
に
投
影
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
国
葬
の
前
日
と
当
日
に
そ
れ
ぞ
れ
放
映
さ
れ
た

が
、
ゾ
リ
グ
暗
殺
事
件
直
後
か
ら
、「
民
主
化
運
動A

rdchilsan 
kh

d
lg

n

」
は
「
民
主
化
革
命 A

rdchilsan khuvisgal

」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
民
主
化
か
ら
二
〇
年
余
り
を
経
た
今
も
な
お
、
モ
ン
ゴ

ル
で
は
人
民
革
命
期
を
描
い
た
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
近
年
話

題
と
な
っ
た
作
品
に
人
民
革
命
期
の
革
命
家
七
名
が
モ
ン
ゴ
ル
の
独

立
の
た
め
に
奔
走
す
る
様
相
を
描
い
た
『
北
斗
七
星
は
射
抜
け
な

い
』（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
同
作
品
は
、
人
民
革
命
九
〇
周
年
を

記
念
し
て
人
民
党
が
制
作
し
、
二
〇
一
二
年
の
総
選
挙
前
に
劇
場
公

開
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
同
時
期
、
人
民
党
は
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
モ

ン
ゴ
ル
の
独
立
と
チ
ョ
イ
バ
ル
サ
ン
の
生
涯
を
描
い
た
『
独
立
』

（
二
〇
一
一
）
も
制
作
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
一
一
月
、
与
党
は

社
会
主
義
時
代
か
ら
の
党
名
で
あ
る
「
人
民
革
命
党
」
を
人
民
革
命

期
の
党
名
に
戻
し
、「
人
民
党
」
に
改
称
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
一

一
年
一
月
に
「
人
民
革
命
党
」
と
い
う
党
名
の
新
党
が
新
た
に
結
成

さ
れ
た
た
め
、
二
〇
一
二
年
の
総
選
挙
前
に
人
民
党
が
社
会
主
義
時

代
の
人
民
革
命
党
の
正
当
な
後
継
党
で
あ
る
こ
と
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

人
民
党
は
二
〇
一
二
年
の
総
選
挙
で
敗
れ
た
が
、
社
会
主
義
時
代

か
ら
の
党
名
を
社
会
主
義
体
制
以
前
の
人
民
革
命
期
の
党
名
に
戻
す

行
為
は
「
民
主
化
し
た
モ
ン
ゴ
ル
」
の
民
主
化
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
行
為
と
し
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
党
名
改
称
後
、
旧

西
側
諸
国
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
「
旧
共
産
党
系
」
と
報
じ
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
時
代
に
独
立
国
を

維
持
発
展
さ
せ
て
き
た
人
民
革
命
党
が
自
発
的
に
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共

和
国
成
立
以
前
の
人
民
革
命
期
の
党
名
に
戻
す
行
為
は
、
こ
れ
ま
で

宣
伝
活
動
に
よ
っ
て
「
歴
史
的
出
来
事
」
を
現
実
の
社
会
に
投
影
さ

せ
る
演
出
を
施
し
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
、
人
民
政
府
成
立
以
前

の
「
自
治
政
府
と
臨
時
人
民
政
府
が
並
立
し
て
い
た
混
沌
と
し
た
時

代
」
を
現
実
の
社
会
に
投
影
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
「
宣

伝
活
動
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

社
会
主
義
時
代
、
歌
、
演
劇
、
文
学
、
絵
画
、
映
画
な
ど
の
芸
術

活
動
は
党
の
政
策
に
則
っ
た
社
会
主
義
国
家
の
宣
伝
活
動
で
あ
っ

た
。
演
劇
は
一
九
二
〇
年
代
の
人
民
革
命
期
の
宣
伝
活
動
の
手
段
と

し
て
、
映
画
は
国
家
建
設
期
で
あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
宣
伝
活
動

の
手
段
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。
だ
が
、
社
会
主
義
国
家
の

政
策
は
倣
う
べ
き
モ
デ
ル
（
型
）
と
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
る
た

め
、
民
主
化
へ
の
「
革
命
期
」
で
あ
っ
た
民
主
化
運
動
時
に
は
人
民

革
命
期
を
モ
デ
ル
に
し
た
歌
や
演
劇
が
、
民
主
化
後
の
「
国
家
建
設

期
」
に
は
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
に
成
立
し
た
モ
ン
ゴ
ル
映
画
（
民
主
化

後
は
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
放
映
を
含
む
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
理
想
と
す
る

社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と
し
て
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用
い
ら
れ
、
今
も
な
お
用
い
ら
れ
て
続
け
て
い
る
。

大
衆
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
「
現
実
の
社
会
」

民
主
化
後
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
自
由
な
創
作
活
動
が
可
能
に
な
っ

た
。
映
画
は
フ
ィ
ル
ム
映
画
か
ら
ビ
デ
オ
映
画
へ
と
切
り
替
わ
り
、

こ
れ
ま
で
モ
ン
ゴ
ル
映
画
撮
影
所
に
お
け
る
フ
ィ
ル
ム
映
画
制
作
に

限
ら
れ
て
き
た
映
画
制
作
が
同
撮
影
所
以
外
で
も
可
能
と
な
り
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
映
画
制
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

民
主
化
後
の
モ
ン
ゴ
ル
の
ド
ラ
マ
映
画
に
は
、
た
と
え
ば
、
苦
難

を
乗
り
越
え
、
民
主
化
し
た
社
会
で
成
功
し
、
生
き
別
れ
た
娘
と
の

再
会
を
果
た
す
女
性
の
姿
を
描
い
た
『
ジ
ン
ジ
ー
マ
ー
』（
二
〇
〇

二
）、
資
源
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
に
立
ち
向
か
う
牧
民
の
愛
国
心

を
描
い
た
『
怒
り
』（
二
〇
〇
五
）、
市
場
経
済
化
し
た
社
会
の
中
で

悪
戦
苦
闘
す
る
青
年
達
の
日
々
を
描
い
た
『
助
け
て
、
我
々
を
！
』

（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
）
な
ど
、
現
代
の
「
現
実
の
社
会
」
を
描

い
た
作
品
が
多
い
。

社
会
主
義
時
代
、
映
画
は
国
家
予
算
で
制
作
さ
れ
て
い
た
。
近
年

は
、
党
や
政
府
機
関
に
と
ど
ま
ら
ず
、
鉱
物
資
源
や
貿
易
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
で
富
を
築
い
た
企
業
や
個
人
が
自
ら
の
宣
伝
映
画
を
制
作
す

る
傾
向
に
あ
り
、
制
作
費
の
提
供
元
が
多
様
化
し
た
だ
け
で
、
民
主

化
後
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
と
し
て
の
モ
ン
ゴ
ル
映
画
の
役
割
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。

社
会
主
義
時
代
、
モ
ン
ゴ
ル
映
画
が
「
現
実
の
社
会
」
を
描
き
、

国
家
が
理
想
と
す
る
現
実
の
社
会
を
作
り
上
げ
る
手
段
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
民
主
化
後
の
現
実
の
社
会
も
ま
た
伝
統
的
手

法
に
則
っ
た
宣
伝
活
動
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
現
実
の
社

会
」
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

◉
注

＊ 

１ 

本
稿
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
と
は
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
一
九

二
四
―
一
九
九
二
）、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
国
（
一
九
九
二
―
）
を
指
す
。

＊ 

２ 

モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
に
よ
る
最
初
の
集
会
は
一
九
八
九
年
一
二
月

一
〇
日
に
行
わ
れ
た
が
、
民
主
化
運
動
の
た
め
の
宣
伝
活
動
は
準
備
期

間
も
含
め
て
一
九
八
八
年
頃
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
筆

者
は
一
九
八
九
年
三
月
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
に
政
府
交
換
留
学
生

と
し
て
留
学
し
て
い
た
が
、
留
学
中
に
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
民
主
化
運

動
が
起
っ
た
。
民
主
化
運
動
当
時
の
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
民
主
化
運
動
開
始
時
期
を
《
ホ
ン
ホ
》
結
成
の

一
九
八
九
年
九
月
と
し
、
広
場
に
お
い
て
大
規
模
な
デ
モ
・
集
会
が
行

わ
れ
続
け
て
い
た
一
九
九
〇
年
四
月
ま
で
と
す
る
。

＊ 

３ 

モ
ン
ゴ
ル
民
主
連
盟
は
一
九
八
九
年
一
二
月
二
―
三
日
開
催
の
モ

ン
ゴ
ル
革
命
青
年
同
盟
中
央
委
員
会
青
年
芸
術
家
国
家
第
二
回
評
議
会

に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
革
命
青
年
同
盟
は
、
人
民
革
命

期
、
軍
官
学
校
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た
宣
伝
隊
「
演
劇
サ
ー
ク
ル
」
を

母
体
と
し
、
一
九
二
一
年
八
月
、
共
産
主
義
青
年
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
指
導
に
よ
っ
て
「
天
命
を
革
め
る
全
モ
ン
ゴ
ル
青
年
同
盟
」
と
し

て
創
設
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
成
立
後
の
一
九
二
五
年
に
「
革

命
青
年
同
盟
」
と
な
っ
た
組
織
で
あ
る
。
革
命
青
年
同
盟
は
、
芸
術

家
、
記
者
、
建
築
家
、
教
師
な
ど
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
宣
伝
活
動
を
担
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う
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
青
年
達
が
所
属
す
る
党
青
年
局
で
あ
り
、
ソ
連

の
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
の
モ
ン
ゴ
ル
版
に
あ
た
る
。

＊ 
４ 
「
ホ
ン
ホ
」
と
は
「
鐘
」
を
意
味
す
る
。《
ホ
ン
ホ
》
の
メ
ン
バ
ー

は
Ｔ
ｓ
・
ツ
ォ
グ
ト
サ
イ
ハ
ン
（
国
営
ラ
ジ
オ
局
記
者
、
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
担
当
）、
Ｎ
・
エ
ン

ヘ
バ
ヤ
ル
（
国
営
ラ
ジ
オ
局
記
者
、
キ
ー
ボ
ー
ド
担
当
、
指
揮
者
ナ
ム

ス
ラ
イ
ジ
ャ
ブ
の
息
子
）、
Ｄ
・
エ
ン
ヘ
ボ
ル
ド
（
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
、

ベ
ー
ス
ギ
タ
ー
担
当
）
の
三
人
。

＊ 

５ 

《
ホ
ン
ホ
》
が
モ
ン
ゴ
ル
語
で
歌
う
歌
は
全
一
二
曲
。
そ
の
う
ち

一
一
曲
が
Ｔ
ｓ
・
ツ
ォ
グ
ト
サ
イ
ハ
ン
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
。
民
主
化

の
到
来
を
告
げ
る
『
鐘
の
音
』（「
ホ
ン
ホ
の
歌
」
と
も
訳
せ
る
）、
お

世
辞
が
蔓
延
る
社
会
を
批
判
し
た
『
紙
の
帽
子
』、
富
裕
層
の
娘
に
恋

を
し
た
貧
困
層
の
青
年
の
心
情
を
歌
っ
た
『
ア
ラ
シ
ャ
ー
ン
ト
一
八
番

地
』、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
「
大
丈
夫
」
が
口
癖
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
モ
ン
ゴ
ル
人
気
質
を
歌
っ
た
『
我
々
の
習
性
』、
国
家
指
導
者
は
庶

民
の
生
活
の
実
情
を
知
ら
な
い
と
批
判
し
た
『
執
務
室
の
窓
か
ら
』、

チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
名
を
口
に
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
チ
ン
ギ

ス
・
ハ
ー
ン
の
歴
史
が
作
り
替
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
の

気
持
ち
を
歌
っ
た
『
赦
し
て
く
れ
』
な
ど
が
あ
る
。《
ホ
ン
ホ
》
の
ラ

イ
ブ
活
動
は
一
九
八
九
年
九
月
一
七
日
に
始
ま
り
、
革
命
青
年
同
盟
の

劇
場
で
あ
る
「
子
供
青
年
劇
場
」
や
「
青
年
文
化
会
館
」
に
お
い
て
、

九
月
一
七
日
以
降
、
毎
週
の
よ
う
に
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
た
。
同
年

一
二
月
一
〇
日
の
国
際
人
権
デ
ー
に
広
場
で
開
催
さ
れ
た
民
主
連
盟
主

催
の
集
会
に
お
い
て
《
ホ
ン
ホ
》
は
初
の
野
外
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
毎
週

日
曜
、
広
場
で
開
催
さ
れ
る
《
ホ
ン
ホ
》
の
歌
で
始
ま
る
集
会
に
は
多

く
の
市
民
が
集
ま
り
、
民
主
化
運
動
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

民
主
化
運
動
中
、《
ホ
ン
ホ
》
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
『
イ
エ
ス
タ
デ
イ
』
も

歌
っ
て
い
る
。
だ
が
、
当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
主
化
運
動
に
お
い
て
『
イ

エ
ス
タ
デ
イ
』
が
歌
わ
れ
る
意
義
は
看
過
さ
れ
て
い
た
。
今
に
な
っ
て
考

え
て
み
る
と
、
モ
ン
ゴ
ル
の
民
主
化
運
動
で
歌
わ
れ
た
『
イ
エ
ス
タ
デ

イ
』
の
“Oh, I believe in yesterday.

”に
は
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
主
義
時

代
に
対
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
え
て

く
る
。
社
会
主
義
時
代
の
宣
伝
活
動
は
政
策
に
則
り
理
論
に
沿
っ
て
遂
行

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、『
イ
エ
ス
タ
デ
イ
』
に
も
モ
ン
ゴ
ル
の
民
主

化
運
動
に
お
い
て
歌
わ
れ
る
役
割
と
意
義
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

＊ 

６ 

人
民
革
命
期
の
演
劇
と
歌
に
よ
る
宣
伝
活
動
に
つ
い
て
は
（
木
村

二
〇
〇
三
：
六
〇
―
七
二 ; 

二
〇
〇
六
ａ
：
五
八
―
六
一
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。
人
民
革
命
期
の
新
聞
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
（
モ
ン
ゴ
ル
版

「
ロ
ス
タ
の
窓
」）
な
ど
も
宣
伝
活
動
の
モ
デ
ル
と
し
て
民
主
化
運
動
に

お
い
て
用
い
ら
れ
た
。

＊ 

７ 

モ
ン
ゴ
ル
は
社
会
主
義
時
代
に
独
立
し
た
国
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
民
主
化
後
も
社
会
主
義
時
代
の
否
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
民
主

化
運
動
の
最
中
、
国
家
当
局
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
像
が
撤
去
さ
れ
、

民
主
化
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
が
、
民
主
化
後
も
モ

ン
ゴ
ル
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
否
定
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
ヤ
ル
タ
会
談
に
お
い
て
モ
ン
ゴ
ル
の
現
状

維
持
を
提
唱
し
た
こ
と
で
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
が
保
障
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
モ
ン
ゴ
ル
民
主
化
運
動
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
歴
史

学
者
Ｏ
・
バ
ト
サ
イ
ハ
ン
も
「
ス
タ
ー
リ
ン
の
実
行
し
た
極
東
軍
事
戦

略
に
よ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
人
は
そ
の
独
立
を
守
る
た
め
の
絶
好
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
バ
ト
サ
イ

ハ
ン 

二
〇
〇
六
：
五
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
は
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レ
ー
ニ
ン
像
が
撤
去
さ
れ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
国
内
で
は
レ
ー
ニ
ン
批
判

や
否
定
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
も
な
お
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
「
レ
ー
ニ

ン
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
る
。

＊ 

８ 

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
時
代
区
分
に
お
け
る
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三

九
年
ま
で
の
時
期
（
マ
ク
ダ
ー
マ
ッ
ト
ほ
か
一
九
九
八
：
一
八
）。
一
九

二
〇
―
三
〇
年
代
の
宣
伝
活
動
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
に
則
っ
た
も
の

で
あ
り
、「
モ
ン
ゴ
ル
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
政
策
が
唯
一
成
功
し
た
国
で

あ
る
」（
マ
ク
ダ
ー
マ
ッ
ト
ほ
か
一
九
九
八
：
一
六
）
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
時
代
区
分
を
用
い
て
い
る
。

＊ 

９ 

ソ
連
の
宣
伝
映
画
の
上
映
は
一
九
二
〇
年
代
に
開
始
さ
れ
て
い

る
。
一
九
二
三
年
第
二
回
党
大
会
決
議
に
は
「
啓
蒙
教
育
に
役
立
っ
て

い
る
の
は
（
天
命
を
革
め
る
全
モ
ン
ゴ
ル
）
青
年
同
盟
に
よ
る
演
劇
上

演
と
映
画
上
映
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
演
劇
と
映
画
は
党
中
央
委
員
会

が
管
理
し
、（
天
命
を
革
め
る
全
モ
ン
ゴ
ル
）
青
年
同
盟
の
活
動
を
助

け
、
一
致
団
結
し
て
遂
行
に
あ
た
る
こ
と
」（M

A
K
hN

 1956: 31

）
と

あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
二
九
年
一
二
月
四
日
付
け
の
共
産
主
義
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
執
行
委
員
会
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
民
革
命
党
中
央
委
員
会
に

宛
て
た
書
簡
に
は
「
政
治
教
育
を
施
す
た
め
の
啓
蒙
活
動
の
手
段
と
し

て
ラ
ジ
オ
放
送
と
映
画
上
映
を
広
く
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
大
い
に
望
ま

し
く
、
党
は
早
期
実
現
に
向
け
直
ち
に
着
手
す
る
こ
と
」（K

om
intern 

1996: 352

）
と
あ
る
。
ソ
連
の
宣
伝
映
画
上
映
と
ロ
シ
ア
調
査
隊
に
よ

る
モ
ン
ゴ
ル
の
自
然
、
風
習
、
文
化
遺
産
の
記
録
撮
影
が
一
九
三
〇
年

か
ら
の
五
ヵ
年
計
画
に
よ
っ
て
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
後
（M

ongol 
2000: 168

）、
一
九
三
五
年
の
モ
ン
ゴ
ル
映
画
撮
影
所
設
立
に
至
る
。

＊ 

10 

モ
ン
ゴ
ル
初
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
制
作
さ
れ
た
一
九
三

六
年
か
ら
一
九
九
二
年
ま
で
の
間
。
モ
ン
ゴ
ル
初
の
作
品
は
『
メ
ー

デ
ー
四
七
周
年
祝
賀
』（
一
九
三
六
）
で
あ
る
。

＊ 

11 

民
主
化
後
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
は
モ
ン
ゴ
ル
映
画
撮
影
所

所
長
Ｊ
・
ソ
ロ
ン
ゴ
監
督
の
制
作
に
よ
る
。
同
監
督
は
モ
ン
ゴ
ル
民
主

連
盟
結
成
時
か
ら
の
民
主
化
運
動
中
心
メ
ン
バ
ー
。
同
作
品
は
一
九
九

三
年
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
・
ア
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
上

映
作
品
で
も
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
民
主
化
を
西
側
諸
国
に
向
け
て
宣
伝

す
る
た
め
に
英
語
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
付
け
ら
れ
た
。

＊ 

12 

モ
ン
ゴ
ル
初
の
ド
ラ
マ
映
画
は
、
人
民
戦
線
期
に
制
作
さ
れ
た
、

満
州
方
面
へ
の
遊
牧
民
の
軽
は
ず
み
な
越
境
行
為
を
戒
め
る
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
映
画
『
モ
ン
ゴ
ル
の
子
』（
一
九
三
六
）
で
あ
る
。

◉
参
考
文
献

春
日
行
雄
（
一
九
八
八
）『
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
灯
み
つ
め
て
五
十
年
』

モ
ン
ゴ
ル
会
。

木
村
理
子
（
一
九
九
九
）「
サ
ン
ジ
ャ
ー
ス
レ
ン
ギ
ィ
ー
ン
・
ゾ
リ
グ
氏
と

の
思
い
出
」『
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
』
三
三
巻
二
号
（
九
八
）、
九
―
二
二
頁
。

木
村
理
子
（
二
〇
〇
三
）「
歌
で
演
じ
た
革
命
期
―
―
モ
ン
ゴ
ル
演
劇
成

立
の
歴
史
」『
表
象
文
化
論
研
究
２
』
六
〇
―
九
四
頁
。

木
村
理
子
（
二
〇
〇
六
ａ
）「
現
代
モ
ン
ゴ
ル
演
劇
史
に
お
け
る
オ
ペ
ラ

の
誕
生
―
―
な
ぜ
『
悲
し
み
の
三
座
山
』
が
国
民
的
オ
ペ
ラ
と
な
っ
た

の
か
」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
二
一
号
、
五
二
―
七
二
頁
。

木
村
理
子
（
二
〇
〇
六
ｂ
）「
報
告　

モ
ン
ゴ
ル
演
劇
・
映
画
の
今
―
―

歴
史
と
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
」『
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
』
四
一
巻
一
号

（
一
一
三
）、
一
五
―
三
九
頁
。

バ
ト
サ
イ
ハ
ン
・
オ
ー
フ
ノ
イ
（
二
〇
〇
五
）
岡
洋
樹
訳
「
モ
ン
ゴ
ル
に

お
け
る
日
本
兵
捕
虜
」『
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
』
三
九
巻
二
号
（
一
一



274

〇
）、
五
六
―
七
二
頁
。

バ
ト
サ
イ
ハ
ン
・
オ
ー
フ
ノ
イ
（
二
〇
〇
六
）
橘
誠
訳
「
モ
ン
ゴ
ル
独
立

と
И
．
ス
タ
ー
リ
ン
」『
早
稲
田
大
学
モ
ン
ゴ
ル
研
究
所
紀
要
』
三
号
、

二
九
―
五
九
頁
。

バ
ラ
ン
デ
ィ
エ
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
（
二
〇
〇
〇
）
渡
辺
公
三
訳
『
舞
台
の
上

の
権
力
―
―
政
治
の
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
』（
ち
く
ま
文
芸
文
庫
）
筑

摩
書
房
。

マ
ク
ダ
ー
マ
ッ
ト
・
Ｋ
、
ア
グ
ニ
ュ
ー
・
Ｊ
（
一
九
九
八
）
萩
原
直
訳

『
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
史
―
―
レ
ー
ニ
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
―
―
』大
月
書
店
。

D
ashdondog, Ch.

（1971

）M
ongol kino delgetsnees 1936-1971. 

U
laanbaatar: U

lsiin khevleliin gazar.
D
ashdondog, S.

（1996

）Jaran jiliin shaastir, I, II. U
laanbaatar: 

M
ongoliin U

rlagiin ajiltnii kholboo.
Jigjidsüren, G., T

setseg, D
.

（2005

）M
ongol kinonii nevterkhii 

toli, U
laanbaatar: SO

D
PRESS.

K
om

intern ba M
ongol/ barim

tiin em
khetge/

（1996
） Ulaanbaatar: 

M
ongol U

lsiin ündesnii arkhiviin gazar, O
rosiin t

riin arkhiviin 
alba

（RO
SA

RK
hIV

）.
M

A
K
hN

 ikh, baga khural, töv khoroonii bügd khurluudiin 
togtool shiidver I kheseg 1921-1939

（1956

）. U
laanbaatar: 

U
lsiin khevleliin gazar.

M
andar, T

s.

（1991

）Nen shinekhen tüükh. U
laanbaatar: M

ontsam
e 

A
gentlag.

M
ongol-Zövlöltiin soyol shinjlekh ukhaan, tekhnikiin khariltsaa 
1921-1960

（2000

）Ulaanbaatar: M
ongol U

lsiin ündesnii 
arkhiviin gazar, O

rosiin t
riin arkhiviin alba

（RO
SA

RK
hIV

）.

N
am

dag, D
.

（1988

）Shine M
ongoliin shine teatr. U

laanbaatar: 
U
lsiin khevleliin gazar.

O
yuun, E.

（1989

）Mongoliin teatriin tüükhen zam
nal. U

laanbaatar: 
U
lsiin khevleliin gazar.

T
solm

on, D
.

（1995

）M
ongol kino. U

laanbaatar: M
ongol U

lsiin 
Soyoliin Y

am
, 

“Soyol

” com
pany.

U
varova, A

.G.

（1947

）Sovrem
ennyi m

ongol`skiy teatr, 1920-
1945. M

oscow
: Iskusstbo.

映
画
リ
ス
ト

『
８
・
１
／
２
』…
…
①N

aim
 khagas

、
②
Ｊ
・
ソ
ロ
ン
ゴ
、
③
一
九
九

〇
年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
英
語
、
⑥
山
形
国
際
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
（
一
九
九
三
）
ほ
か
。

『
秋
の
暑
い
日
々
』…
…
①N

am
riin haluun 

drüüd

、
②
Ｄ
・
ド
ル
ゴ

ル
、
③
一
九
八
五
年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
あ
る
世
紀
の
物
語
』…
…
①N

egen zuunii tsadig

、
②
Ｊ
・
ソ
ロ
ン

ゴ
、
③
二
〇
〇
七
年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
怒
り
』…
…
①K

hilen

、
②
Ｌ
・
エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
、
③
二
〇
〇
五
年
、
④

モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ジ
ン
ジ
ー
マ
ー
』…
…
①Jinjiim

aa

、
②
Ｏ
・
マ
シ
バ
ト
、
③
二
〇
〇
二

年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ス
フ
バ
ー
ト
ル
』…
…
①Sükhbaatar

、
②
Ａ
・
Ｇ
・
ザ
ル
ヒ
、
Ｌ
・

Ｙ
ｅ
・
ヘ
イ
フ
ィ
ツ
、
③
一
九
四
二
年
、
④
ソ
連
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、

⑥
未
公
開
。

『
助
け
て
、
我
々
を
！
』…
…
①Pom

ogite nam
 I-III

（
タ
イ
ト
ル
は
ロ

シ
ア
語
）、
②
Ｓ
ｈ
・
ダ
ワ
ー
ド
ル
ジ
、
③
二
〇
一
〇
―
二
〇
一
二
年
、



275 映画に見るアジアのナショナリティの揺らぎ

④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
闘
争
』…
…
①T

em
tsel

、
②
Ｄ
・
ジ
グ
ジ
ッ
ド
、
③
一
九
七
一
年
、
④

モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
独
立
』…
…
①T

usgaar togtnol

、
②
Ｎ
・
ボ
ル
ド
、
③
二
〇
一
一
年
、

④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル
語
、
⑥
未
公
開
。

『
北
斗
七
星
は
射
抜
け
な
い
』…
…
①D

oloon Burhan kharvadaggüi

、

②
Ａ
・
ム
ン
フ
ス
フ
、
③
二
〇
一
一
年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
モ
ン
ゴ
ル

語
、
⑥
未
公
開
。

『
メ
ー
デ
ー
四
七
周
年
祝
賀
』…
…
①M

ain 1-nii 47 jiliin oin bayar

、

②
Ｓ
・
グ
シ
ェ
フ
、
Ｓ
・
デ
ン
ベ
レ
ル
、
Ｂ
・
デ
ン
ベ
レ
ル
、
③
一
九

三
六
年
、
④
モ
ン
ゴ
ル
、
⑤
無
声
映
画
、
⑥
未
公
開
。

『
モ
ン
ゴ
ル
の
子
』…
…
①M

ongol khüü

、
②
Ⅰ
・
Ｚ
・
ト
ラ
ウ
ベ
ル

グ
、
③
一
九
三
六
年
、
④
ソ
連
、
⑤
無
声
映
画
（
モ
ン
ゴ
ル
語
字
幕
）、

⑥
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
カ
ス
・
福
岡
映
画
祭
（
一
九
九
三
）、
国
際
交
流
基

金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
・
モ
ン
ゴ
ル
映
画
祭
（
一
九
九
八
）、
早
稲
田
大

学
演
劇
博
物
館
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
際
研
究
集

会
「
モ
ン
ゴ
ル
演
劇
・
映
画
の
今
―
―
歴
史
と
未
来
を
見
据
え
な
が

ら
」（
二
〇
〇
六
）。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
木
村
理
子
（
き
む
ら
・
あ
や
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
地
域
文
化
研
究
学
科
・
非
常
勤

講
師
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
五
年
、
大
阪
府
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
モ
ン
ゴ
ル
演
劇
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
仮
面
舞
儀
礼

チ
ャ
ム
・
モ
ン
ゴ
ル
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
モ
ン
ゴ
ル
語
学
科
、
モ
ン
ゴ

ル
国
立
大
学
大
学
院
モ
ン
ゴ
ル
学
研
究
科
準
博
士
課
程
お
よ
び
博
士
課

程
・
モ
ン
ゴ
ル
国
家
歴
史
学
博
士
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
超
域
文
化
科
学
専
攻
表
象
文
化
論
コ
ー
ス
博
士
課
程
・
博
士（
学
術
）。

⑥
職
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
地
域
文
化
研
究
学
科
・
非
常
勤
講
師

（
三
九
歳
、
現
在
に
至
る
）、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
・
客
員
研
究
助
手
（
四
〇
歳
、
任
期
二
年
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
モ
ン
ゴ
ル
：
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
・
政
府
交
換
留

学
生
（
二
三
歳
、
一
年
）、
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
大
学
院
・
準
博
士
課

程
お
よ
び
博
士
課
程
（
二
七
歳
、
五
年
）、
国
際
モ
ン
ゴ
ル
学
会
連
盟
・

研
究
員
（
三
三
歳
、
一
年
）、
在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
国
大
使
館
・
専
門
調

査
員
（
三
七
歳
、
任
期
二
年
）
／
イ
ギ
リ
ス
：
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
モ

ン
ゴ
ル
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
・
客
員
研
究
員
（
二
六
歳
、
一
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
現
地
の
地
元
の
人
の
話
を
よ
く
聞
く
。
人
の
つ
な
が
り

は
計
り
知
れ
ず
、
損
得
勘
定
し
な
い
。
こ
ち
ら
が
観
察
す
る
以
上
に
こ

ち
ら
の
人
間
性
も
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
。
調
査
で
は

撮
影
録
音
に
頼
ら
ず
、
メ
モ
を
と
る
。
直
感
を
重
視
す
る
が
、
考
察
結

論
に
は
歳
月
を
掛
け
る
。
資
料
翻
訳
を
研
究
と
勘
違
い
し
な
い
。
調
査

し
た
き
り
に
せ
ず
、
調
査
結
果
を
必
ず
論
文
に
ま
と
め
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
国
際
モ
ン
ゴ
ル
学
会
ほ
か
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
八
九
年
の
留
学
中
に
現
地
で
体
験
し
た
モ
ン

ゴ
ル
民
主
化
運
動
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
脇
圭
平
訳
）『
職
業
と
し

て
の
政
治
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
〇
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
善
き
人
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
』（
フ
ロ
リ
ア
ン
・

ヘ
ン
ケ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ド
ナ
ー
ス
マ
ル
ク
監
督
、
二
〇
〇
六
年
、
ド
イ
ツ
）。




